













































































































ず。金剛薩埵とは、また大日と同じく、仮設の一法人に属す。もし大日・金薩・龍猛・龍智・金智の血脈を以て、ただ思想の系統として、理を以てこれを言い 事を以てこれを言わずして、敢て嫡々相承、口々相伝と称すことなくんば、これすなわち可なり。苟しくも虚伝 構造して、 後人の敬信を博さんと欲さば、遂に却て疑網を滋 。密教の為に取らざる所なり。
十、龍猛、密祖にあらずそれ、釈尊、すでに密教を説かず、大日・金薩、また仮設の法人とせば、すなわち龍樹を以て、密教の開祖、両部





















『西域記 （巻十）に云く、 「龍猛菩薩 善く薬術を閑い、餌を餐し、生を養う。寿年、数百にして、志貌、衰えず。引正王｛





































Saraha ） とす。 また秘密経軌 （
Tantra ） を分ちて作 （
K
riyā ） ・修 （






























































































破せざらん。故に円珍の曰く、 「 『菩提心論』 、或は龍樹菩薩造と云い、或は興善三蔵集と云う。これ
































） ・ 『廻諍論』 （一巻。元魏の毘目智仙｛
V
im









） ・ 『壱輸盧迦論』 （一巻。瞿曇留支訳
）（（
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） 、 「如来秘密神通の力」 （巻五
）（（
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」と。 『涅槃』に云く、 「如来秘蔵」 （北本。巻八
）（（
（




































顧みるに、 如来の滅後、 多く年所を経て、 仏日、 光を翳し、 制戒、 漸く弛む。仏徒にして、 外道の呪術を讃嘆すること、






















































ighna ｝ （障礙）の師の如き、 すなわちこれなり。難、 印度の人なり。
































それ『大論』は、 『大品般若』を釈す。 『大品』の梵本、龍猛以前に成ること、明かなり。而も『大論』 、まま、 『密







































すなわち知んぬ。 『大品』 ・ 『大論』等に謂う所の陀羅尼は、諸法の義理を総持する所以に、これに由りて無礙辯を
得て、能く法輪を転ずる心地の法門なり。三昧と及び等忍と倶に、菩薩必須の資徳、大乗不共の特色とす。後来の陀羅尼、文として誦すべきありて、外道の明呪に似たると、全く同ならず。惟だ、大乗の教門 広大深厳、書写至難にして、印行、未だ興らず。その耳聞心記の労苦、殆ど測るべからざるも あり。陀羅尼の起り、寔に故なきにあらず。すなわち その重んずべき所以、またの論を須いず






















ukha ｝ 、これなり。何等を陀隣尼目佉とするや。字と等しく、言と等しく、字の所入の門なり。 （亦た










 （中略）諸陀羅尼法、 皆、 分別字語より生ず。四十二字、
















































顧みるに、仏教、憶持に便なり 、得道に益することあらん 欲して 偈頌の製あり。字陀羅尼、すなわち更 偈








ここに於て、 陀羅尼と明呪との差別、 漸く明かならず。 共に呼声の名句を臚列し、 起結の語言もまた粗ぼ相同す。 況や、


































































































































































































































































顕教の意を以てするが故に、これを雑部密経と謂う。すなわち、密教の漸成の半程とするのみ。両部の大経に至らば、すなわち毘盧の所説と称す。 専ら事密 弘むるが故に、 これを純密と謂う。 これ、 密教の大成なり。 学者、 もし、これ等の消息を詳かにせんと欲さば、すなわち、須く陀 尼経と呪経とを対照して、並びに深くこれを研鑽せざるべからず。
⑦安然の卓見














T. vol.30, p.167c ）取意。
（3）『出三蔵記集 巻十一「訶梨跋摩伝」 （
T. vol.55, p.78c ）取意。
（4）『大唐西域記』巻十二（
T. vol.51, p.942a ） 。
（5）「究摩羅陀」は『出三蔵記集』 （
T. vol.55, p.78c ）の表記に従っている。 『西域記』では、訳の「童受」と表記さ
れている。（6）『摩訶摩耶経』巻下
T. vol.12, p.1013c ）
（7）『龍樹菩薩伝』
T. vol.50, p.185b, 186b ）
（8）『龍樹菩薩伝』
















T. vol.51, p.929b ）
（13）『大唐西域記』
T. vol.51, p.930a ）
（14）『大唐西域求僧高僧伝』 （
T. vol.51, p.6c ）
（15）『大唐西域求僧高 伝』 （








T. vol.16, p.627c ） 「自内所証の乗、計度の所行にあらず。願くは仏滅度の後、誰か能くこれ
を受持するか説きたまえ。大慧よ、汝、応に知るべし。善逝の涅槃の後、未来世に、当に我が法を持す者あるべし。南天竺国中に、大名徳の比丘あり。それ、号して龍樹とす。 」（17）『摩訶摩耶経』 （
T. vol.12, p.1013c ） 「七百歳已りて一比丘あり。名けて龍樹と曰う。善く法要を説き邪見の幢
を滅して正法の炬を然す」（18）河口慧海「印度密教時代区画の研究」 『密教研究』
vol.2, 密教研究会











T. vol.74, p.162b, 『伝教大師全集』
, vol.2, p.278 ） 「翻訳、分明ならざるが故に。隋唐の諸目録、
見録に載せざるが故に。その真言の字、梵字に相似せざるが故に。その義理、本論に相違するが故に。姚興は、秦にあり。真諦は梁にあり。秦代の筏提 訳、已に梁家の論に同じ。もし正義の論ならば、秦より以降、唐の開元に至るまで目録に載せず、疏師、引かざる これを以て帰信するに足らず」（23）『真言宗教時義』 （
T. vol.75, p.375b ） 「また南大寺の新羅僧珍聡の伝に云く、この論、新羅国の大空山沙門月忠
の撰なりと」（24）『些些疑文』 「智慧輪三蔵に上 書」 『智証大師全集 下
, p.1338b ） 「 『摩訶衍論』十巻、 或が云く、 新羅僧月智（ま





T. vol.77, p.378b, 『弘大全』
, vol.1, p.491 ） 「この論は龍樹大聖所造の千部の論の中の密蔵
肝心の論なり」（26）『金剛頂瑜伽中発阿耨多羅三藐三菩提心論』 （









T. vol.32, p.572b ） 、 『大正蔵』 では、 「大広智阿闍梨云」 となっており、
注で、仁和寺蔵本などに「広智」が欠けていることを示す。（29）『真言宗教時義』 （
T. vol.75, p.427c ）
（30）『些些疑文』 （ 『智証大師全集』下
, p.1038a 、 『日蔵』































T. vol.25, p.127c ） 「密迹金剛経の中に説くが如し。仏に三密あり。身密、語密、意密なり。 」
（42）『阿毘達磨雑集論』は、安慧の著作とされており、無著のものとはされていない。無著は『大乗阿毘達磨集論』を著したとされており、この引用も、この 乗阿毘達磨集論 に見出される（
T. vol.31, p.688a ） 。
（43）『大智度論』 （








T. vol.11, p.43b ）
（45）『大宝積経』 「密迹金剛力士会」 （
T. vol.11, p.43b ）
（46）『大宝積経』 「密迹金剛力士会」 （
T. vol.11, p.43b ）
（47）『大宝積経』 「大乗十法会」 （
T. vol.11, p.151a ） 、これだけ巻八には見あたらず、巻二十八にある。
（48）『妙法蓮華経』 （
T. vol.9, p.52a ）
（49）『妙法蓮華経』
T. vol.9, p.42b ）
（50）『大方等無想経』 （
T. vol.12, p.1092b ）
（51）『大般涅槃経』
T. vol.12, p.409a ）
（52）『大般涅槃経』 （
T. vol.12, p.472b ） 、 ただし、 『大正蔵』では、 「大般涅槃経は悉く、 これ一切諸仏の秘蔵なり」となっ
ている。（53）富永仲基『出定後語』 日本思想体系
, vol.43, 岩波書店
, 1973, p.81 ）
（54）『大智度論』 （
T. vol.25, p.122b ） 、 『大蔵経』では「外道の仙人」となっている。
（55）『大智度論』 （
T. vol.25, p.464b ）
（56）『大智度論』 （
T. vol.25, p.469b ）
（57）『大智度論』 （
T. vol.25, p.469b ）
（58）『大荘厳論経』
T. vol.4, p.258a ）
（59）『大荘厳論経』
T. vol.4, p.258a ）
（60）『大荘厳論経』
T. vol.4, p.258a ）
（61）『大智度論』 （
T. vol.25, p.79c ）
（62）『大智度論』 （





T. vol.25, p.464b ）
（64）『大智度論』 （
T. vol.25, p.468b ）
（65）『大智度論』 （










T. vol.25, p.143c ） 「四種の法蔵を以て人に教う。一に修妬路蔵、二に毘尼蔵、三に阿毘曇蔵、四
に雑蔵なり。 」（69）『妙法蓮華経』
T. vol.9, p.2a ）
（70）『摩訶般若波羅蜜経』






T. vol.25, p.96a ）
（73）『大智度論』 （
T. vol.25, p.96b ）
（74）『大智度論』 （
















T. vol.25, p.408b ）
（81）『大智度論』 （
T. vol.25, p.409a ）
（82）『大智度論』 （
T. vol.25, p.409b ）
（83）『大智度論』 （










59b ） 、 「普賢菩薩勧発品」では普賢菩薩が百千万億旋陀羅尼を説く（
T. vol.9, p.61b ）
（88）『大宗地玄文本論』 （







































































































































































T. vol.55, p.1113c ）
なお、本研究は、平成十九年度より、大学院のゼミで本書を講読してきたノートをもとに、筆者が大幅に改訂を加
えたものである。 そのため、 特に出典に関する脚注に関しては、 ゼミに参加した大学院の諸氏の力に負うところが多い。
二五
